
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＬＣから想定される効果と大船渡市が目指すべき姿について 

港湾・物流・道路分野を例にとって 

「大船渡港の活用等プラン」（平成 31 年２月策定） 
 

○「ＩＬＣと共生するまちづくりビジョ

ン」のアクションプランの第１弾とし

て、大船渡港からの荷揚げ、その背後

地における検査・組立・保管など物流

ハブ建設地としての利活用、建設候補

地までの物流ネットワークの構築・強

化を図るため、その可能性をあらゆる

角度から検討することにより、港の利

活用を通じて地域経済の発展に資する

実践的な計画として策定しました。 

 

 

○大船渡港からＩＬＣ建設候補地までの

ルートの港湾機能や道路機能を検証す

ることにより、実現可能性や実現に向

けて必要な方策を検討しました。 

 

 

○検討から、当市及び気仙地域で実現し

たいすがた（物流ハブの形成と輸送ル

ートの最適化）の形成に向けて、ビジ

ョンに掲げる将来像を具現化するため

のアクションプラン（行動計画）を策

定しました。（右表参照） 

 

（右表をはじめとする「大船渡港の活用

等プラン」は大船渡市の公式ホームペ

ージにおいて公開） 

 

 

 

当市では、平成 30年度に他分野に先駆けて、ＩＬＣ誘致・実現に伴う港湾・物流・道路に係る必要な取組をアクションプラン（「大船渡港の活用等プラン」）として取りまとめまし
た。残る分野のアクションプラン検討に当たり「想定している効果」と「アクションプラン」の関係を示すために、事例として港湾・物流・道路分野での関係を例示します。 

左図のように、ＩＬＣ実験施設・研究キャンパスから 30～50km 程度離れる当市に想定される効果は、ＩＬＣ近傍のまちに

起こる効果とは異なります。アクションプランの検討では「大船渡に起こることがらをどう受け止めるか」、「ＩＬＣ近傍に

起こることがらにどのように攻め込んで大船渡の市場に変えていくか」という発想で検討を行うことが必要となります。 

こうした認識を踏まえて、「大船渡港の活用等プラン」では下記の取り組みをアクション
プランとして位置づけています。 
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準備期・建設期 運用期・成熟期 
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（13 年後） 
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（３
０
～
５
０
ｋ
ｍ
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内陸への 

道路の改良 

 

キャンパス

内交通の充

実 

盛岡・仙台・

東京等との連

携強化 

花巻空港と

の連携強化 

 

工事用アク

セスとなる

道路の改良 

物流関連産業 

クラスター 

の形成 

 

多角的な物流

ハブ機能へ発

展 

港湾周辺の産業

拠点化 

ILC の物流ハ
ブ機能として
の継続的な活
用 

 距離 

大船渡市・気仙地域で実現したいすがた（港湾・物流・道路分野） 
・港湾を拠点とした多機能な物流ハブの形成 

・大船渡港から ILC建設候補地までの輸送ルートの最適化 

実現に向けた課題（港湾・物流・道路分野） 
・大船渡港の港湾としての優位性、ＩＬＣ関連資機材荷揚げの実現可能性の確認 

・大型機器の輸送に当たり、建設候補地への最適な輸送ルートの確認 

・輸送ルート上の大型車通行困難箇所の抽出及び対応策の検討 

・港湾の有効活用、物流ハブ形成に当たり、行政としての効果的な支援 

工事用道路

の改良 

準備期・建設期は大船渡港

周辺の道路・港湾の機能

強化が内陸よりも先行し

て進みます。 

時期 

【解説③】 
ＩＬＣから距離が離

れるほど、波及は限

定されますが、取り

組み方によって拡げ

ることも可能です 

【解説①】 
現実として、ＩＬ

Ｃ近接地でないと

起こりえない効果

はあります 

【解説④】 
ILC 稼動前から大

船渡市において大

きな変化が現れる

ことが想定されま

す 

【解説②】 
一般的に認識さ

れている ILC の

効果の多くは稼

動後のものです 

ＩＬＣから「想定される効果」もＩＬＣからの「距離」

や「時期」に大きく左右されます。「大船渡市で起こる

効果」を的確に予想し、「実現したいすがた」に向けて

課題解決を図ることが必要となります。 

他
市
町
等
が
取
り
組
む
分
野 

既に公表している 
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産業分野（想定される効果・めざす姿・課題） 

産
業
分
野
に
係
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

資材の検査・組み立

て・保管などの機

能の研究・開発拠

点へのシフト 

港湾・検査関係の

スピンアウト施設

の誘致・増加 

 

ILC からのスピン

オフ（派生）産業

の立地・増加 

産業プラッ

トホームの

創設 

医療施設・

関連産業の

立地 

 

ILC 近隣での産業イノベー

ション拠点創出 

グリーン

ILC との連

携 
地域産業として

の林業再生・森

づくりの循環 

工場や産業施

設の増加 

グリーン ILC に

関する技術の

応用 

 

冷蔵技術など地
域農業、水産業
へ技術移転 既存工業系産

業の発展 

物流技術高度化

による流通圏

の拡大 

大船渡市・気仙地域で実現したいすがた（産業分野） 

・ILC から新たな企業が派生する際に選ばれやすい都市 

・地域産業（農業・水産業・商工業等）が高度化し、産品の競
争力が高い都市 

実現に向けた課題（産業分野） 

・建設期の大船渡港での物流・検査機能からの派生を受け止める仕組づくり（例：新た

に起業する際に、場所、起業相談、法務・会計支援などをワンストップで行うなど） 

・地域産業とＩＬＣ及び物流・検査とのつながり、イノベーションを生む組織づくりや

議論の継続 

観光・交流分野（想定される効果・めざす姿・課題） 

 

観光需要の増大  

工事関係者によ

る来訪の増大 

 

外国人への知名

度向上 

 

国際交流 

の機会 

増加 

 

木の体験型

ツーリズム 

ILC 研究者・

見学者の立ち

寄り観光増 

国内及び外国

人への知名度

の上昇 

物流・施設

建設の工事

関係者来訪 

大船渡市・気仙地域で実現したいすがた（観光・交流分野） 

・ILC 滞在者・見学者のエクスカーション（小旅行・体験活
動）を呼び込むまち 

・ILC に関わる人々のみならず「ILC に近いまち」のイメージ
の定着したまち 

実現に向けた課題（観光・交流分野） 

・「沿岸部の魅力」、「沿岸部に行くなら大船渡」をイメージ付けるプロモーションの実

施 

・内陸部と沿岸部の観光交流等を活発にするモビリティ、サービスの連続性の形成

（例：同じキャッシュレス決済でＩＬＣ周辺や平泉と当市も同じようにサービスを受

けられるようになっている、など） 

観
光

・
交
流
分
野
に
係
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

ILC 関連施

設への木

材利用 

エネルギーと

しての木材利

用活性化 

 

既存工業系産業の発展 

 

 

 

見学・研修需要に

よる観光入込客増

加 

新たな交流

の発生 
第１次産業の

発信の機会増

加 

ILC 関係者の

余暇需要の拡

大 

農業・漁業機

会体験機会創

出 

まず、準備期・建設期における港湾周辺

での物流・検査関係の関連産業への派生

が生じるものと想定されます。 

ＩＬＣ稼動後、派生する産業は内陸での

立地が多くなる中、受け入れ体制の優位

性で当市にも誘致を図ります。 

いずれの地域も建設期は工事関係者を中心とした来訪

増・知名度の向上が見込まれます。 

運用開始後は内陸部に来訪した各国の研究者・見学者

が来訪しやすいまちになることで沿岸部への誘引を狙

います。 

スピンオフ（派生）は

ＩＬＣ本体だけでな

く、建設期の物流・検

査からも生じることが

ポイントになります。 

距離 
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生活・居住・滞在分野（想定される効果・めざす姿・課題） 

生
活

・
居
住

・
滞
在
に
係
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

多文化共生社

会の形成 

 

 

 

 

定住人口（研究者）の増加 

多種多様なライ

フスタイルが快

適に混在 

小売業の売

上増加 

 

新たな雇用・

通勤スタイル

の創出 

 

多文化共生社会の形成 

 

定住人口（研

究者）の増加 

 

多種多様なライ

フスタイルが快

適に混在 

 

新たな雇用・

通勤スタイル

の創出 

小売業の

売上増加 

新たな雇用・

通勤スタイル

の創出 
小売業・飲食

業の売上増加 

多種多様なライ

フスタイルが快

適に混在 

定住人口
（研究者）
の増加 

大船渡市・気仙地域で実現したいすがた（生活・居住・滞在分野） 

・多文化共生社会（多様な出身の人々が過ごしやすい、関わり
やすいまち） 

・沿岸地域の住み良さを認識されているまち 

実現に向けた課題（生活・居住・滞在分野） 

・買い物を始め、生活の様々な局面で指差しも含めて英語でのコミュニケーションが容

易であるなど、来訪者のみならず海外からの研修生も含めて住みやすいまちの形成 

・空き家・空き地対策と連動した定住や滞在に適した物件情報等のストックと提供 

医療・教育・社会分野（想定される効果・めざす姿・課題） 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
準
備
す
る
分
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安心・安全が備
わった生活拠点
を形成 

学校・保育園
等で子どもた
ちの科学への
興味喚起 

起業環境形

成 

教育環境の

向上 

グローバルな

感性の享受 

研究・技術者の人

材育成拠点創出 

新産業創出 

国際的な技術者コミ

ュニティの形成 

教育環境の向

上 

グローバルな感

性の享受 

教育環境の
向上 

スピンオフ（派生）産
業などの立地による職
業選択の拡大 

グローバルな
感性の享受 

工事の開始を
きっかけとし
た興味喚起 

大船渡市・気仙地域で実現したいすがた（医療・教育・社会分野） 

・科学や教育に対する関心・興味が高い教育都市 

・グローバルに活躍する人材を輩出し、将来的に地元回帰でき
る環境を備えたまち 

実現に向けた課題（医療・教育・社会分野） 

・子どもの科学への興味を喚起するきっかけづくり 

・高等教育への就学支援とＵターンを組み合わせた施策の検討 

・「郷土出身者が科学分野で世界最先端に携わっている」というロールモデルの育成 

医
療

・
教
育

・
社
会
分
野
に
係
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

ＩＬＣを契機にした多文化共生

の社会の形成は距離に影響され

ない部分もあることがポイント

になります。 

世界最高水準の知の拠点の影響が教育水準の向

上に資するように子どもには興味を、保護者に

は安心感を与えることがポイントになります。 

モビリティの

多角化 
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